
西
沢
一
風
の
作
と
な
る
艶
本
は
、
惜
兇
の
限
り
で
「
好
色
極
秘
伝
」

と
「
風
流
足
分
船
」
（
宝
永
七
年
刊
）
の
二
作
品
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

艶
本
の
初
作
で
あ
る
「
好
色
極
秘
伝
」
に
関
し
て
は
、
稀
本
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
氏
が
本
書
の
挿
絵
丁
の
み
を
紹
介

（
、
！
↑

《
ツ
ー
一

し
て
以
降
、
野
間
光
辰
氏
が
一
言
及
さ
れ
た
以
外
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ

て
い
な
い
。
本
稿
の
底
本
と
し
た
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ

イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
の
一
本
は
、
本
の
欠
損
状
態
か
ら
レ
イ
ン
氏
が

紹
介
し
た
本
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
書
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
前
半
の
「
好
色
極
秘
伝
」
と
後
半

の
「
丹
前
枕
絵
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
好
色
極
秘
伝
」
の

内
、
主
に
後
半
部
分
の
「
丹
前
枕
絵
」
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
丹
前
枕
絵
」
は
全
三
十
章
の
短
編
か
ら
成
る
男
女
の
物
語
で
あ
る
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
浄
瑠
璃
や
浮
世
草
子
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
特
に
浄
瑠
璃
に

関
し
て
は
、
一
風
が
版
元
と
し
て
出
版
し
て
い
た
浄
瑠
璃
段
物
集
と
の
関
連

西
沢
一
風
作
「
好
色
極
秘
伝
」
考

Ｉ
浄
瑠
璃
段
物
集
・
浮
世
草
子
と
の
関
連
Ｉ

は
じ
め
に

性
が
強
く
、
中
で
も
「
浄
瑠
璃
連
理
丸
」
（
宝
、
水
三
年
頃
刊
）
か
ら
受
け
た

影
響
を
指
摘
し
た
い
。
加
え
て
、
一
風
作
の
浮
枇
草
子
を
踏
ま
え
、
浄
瑠
璃

段
物
集
・
浮
世
草
子
の
艶
本
化
と
し
て
の
『
好
色
極
秘
伝
」
に
つ
い
て
考
察

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
付
け
を
行
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
挿
絵
丁
の
紹
介
の
み
に

留
ま
り
、
全
体
的
な
資
料
紹
介
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
「
好
色
極
秘

伝
」
の
書
誌
を
記
し
、
本
書
の
構
成
を
確
認
し
た
い
。

本
文

版
型

表
紙

｜
書
誌

横
本
（
半
紙
本
二
つ
切
）
。
一
冊
。

茶
色
千
鳥
模
様
空
摺
替
表
紙
。
縦
十
・
八
×
横
十
六
・
七
叫

題
篭
な
し
。
左
肩
ベ
ン
書
「
好
色
極
秘
伝
」
。

四
周
単
辺
。
縦
八
・
七
×
横
十
三
・
七
叩
半
丁
十
五
行
。

毎
行
十
五
字
前
後
。
（
「
好
色
極
秘
伝
」
、
「
丹
前
枕
絵
」
と
も
に
）

石
上
阿
希

一
ハ
ー
会



書刊画署
誌記者名
備
考

題
篭

目
録
題

内
題

尾
題

柱
題

句
読

挿
絵

構
成

西
沢
一
風
作
『
好
色
極
秘
伝
」
考

総
七
十
九
丁
存
。

目
録
一
丁
（
丁
付
な
し
）
・

「
好
色
極
秘
伝
」
十
四
丁
「
三
’
十
六
」

「
丹
前
枕
絵
」
六
十
四
丁
「
い
’
に
」
、
コ
ー
六
十
」

半
丁
三
十
面
（
ろ
オ
、
に
オ
、
ニ
オ
、
四
オ
、
六
オ
、
八
オ
、

十
オ
、
十
二
オ
、
十
四
オ
、
十
六
オ
、
十
八
オ
、
廿
オ
、
廿

二
オ
、
廿
四
オ
、
廿
六
オ
、
廿
八
オ
、
三
十
オ
、
三
十
二
オ
、

三
十
Ⅲ
オ
、
三
十
六
オ
、
三
十
八
オ
、
四
十
オ
、
四
十
二
オ
、

四
十
囚
オ
、
四
十
六
オ
、
四
十
八
オ
、
五
十
オ
、
五
十
二
オ
、

五
十
四
オ
、
五
十
六
オ
）

な
し
ｃ

か
う
し
よ
く
こ
く
ひ
く
ん

「
好
色
極
秘
伝
」

か
う
し
よ
く
ご
く
ひ
で
ん

た
ん
ぜ
ん
ま
く
ら
ゑ

「
好
色
極
秘
伝
」
（
三
オ
）
、
「
丹
前
枕
絵
」
（
い
オ
）

「
好
色
極
秘
伝
終
」
（
十
六
ウ
）
、
「
巻
終
」
（
六
十
ウ
）

な
し
。
ノ
ド
に
丁
付
あ
り
。

「
好
色
極
秘
伝
」
「
．
」

「
丹
前
枕
絵
」
「
い
」
丁
か
ら
「
ろ
」
丁
ま
で
「
．
」
、
以
降

ほ
ぼ
句
読
点
は
な
し
。

目
録
末
に
「
西
沢
与
志
」
。

未
詳
。

な
し
。

丁
付
コ
ー
ニ
」
丁
欠
。
目
録
が
実
質
上
の
「
二
」
丁
に
あ

た
る
。
序
文
な
し
。
目
録
三
、
四
丁
中
央
下
部
一
部
欠
損
。

本
書
は
、
全
体
が
「
好
色
極
秘
伝
」
と
「
丹
前
枕
絵
」
の
二
部
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
前
半
の
「
好
色
極
秘
伝
」
は
全
十
九
章
の
色
道
指
南
で
あ

り
、
挿
絵
は
な
い
。
後
半
の
「
丹
前
枕
絵
」
は
光
源
氏
か
ら
樽
屋
お
せ
ん

長
右
衛
門
ま
で
の
男
女
三
十
組
を
題
材
と
し
た
本
文
に
、
春
画
の
挿
絵
が

付
さ
れ
て
い
る
。
（
※
以
降
、
本
書
全
体
を
指
す
場
合
は
『
好
色
極
秘
伝
」
、

前
・
後
半
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
す
場
合
は
「
好
色
極
秘
伝
」
、
「
丹
前
枕
絵
」

と
記
す
。
）

前
半
部
分
の
「
好
色
極
秘
伝
」
と
後
半
部
分
の
「
丹
前
枕
絵
」
が
全
く
異

な
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
も
と
も
と
は
別
の
本
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
Ⅱ
録
の
内
容
は
両
方
を
収
戦
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

｛
小
咽
一

り
ん
た
ま

る
。
ま
た
、
「
好
色
極
秘
伝
」
の
本
文
中
に
「
▲
輪
の
玉
の
様
子
▲

け
い
せ
い
夕
ぎ
り
の
所
に
く
ハ
し
く
書
し
る
し
け
れ
ば
是
又
略
す
▲
一
義
の

女
悦
丸
の
子
細
は
奥
五
十
七
丁
目
．
大
き
や
う
勝

り
や
く
を
ん
鞍
せ
ん
あ
く
へ
き
る
人

け
れ
ば
こ
、
に
て
略
す
▲
女
善
悪
届
論
の
次
第
は

め
．
三
か
つ
の
所
に
段
々
ゆ
る
し
お
け
ば
．

し
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
後
半
の

ひ
と
り

日
取
に
よ
し
あ
し
有
事

る
し
ぬ
れ
ば
こ
墓
に
て

一
よ
ゑ
つ
ノ
、
わ
ん
し
き
い

所
蔵

備
考

内
題
に
は
「
丹
前
枕
絵
」
と
あ
る
が
、
目
録
の
章
題
は
「
丹

前
乱
絵
」
。
内
題
の
匡
郭
に
切
れ
目
が
あ
り
、
修
正
を
施
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
ィ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ひ
し
ゆ
つ

に
て
略
す
▲
や
り
く
り
秘
術
の
次
第

洋
一
β
へ
Ｊ
Ｊ
、
、

奥
五
十
三
Ｊ
め
江
戸
お
七
の
所
に
．
み
さ
い
に
し

力
辱

≦

大
き
や
う
じ
お
さ
ん
が
所
に
く
わ
し

也
術
の
次
第
．
お
く
の
四
十
九
丁

こ
れ
も
略
す
気
を
と
め
見
る
べ

「
丹
前
枕
絵
」
の
内
容
と
丁
付
に

お
く
の
四
十
六
丁
目
．

ユ
ハ
一
二



「
丹
前
枕
絵
」
は
、
光
源
氏
葵
の
上
か
ら
樽
屋
お
せ
ん
長
右
衛
門
に
至

る
ま
で
の
、
広
範
な
時
代
の
男
女
の
物
語
を
三
十
章
に
ま
と
め
て
い
る
。

一
章
毎
の
本
文
は
非
常
に
短
く
、
各
章
に
春
画
の
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い

る
。
三
十
章
の
内
、
前
半
の
二
十
四
章
ま
で
は
、
源
氏
や
義
経
、
曽
我

五
郎
十
郎
と
い
っ
た
近
世
以
前
に
成
立
し
た
物
語
上
の
人
物
を
題
材
と

し
て
い
る
が
、
後
半
の
六
章
は
、
夕
霧
伊
左
衛
門
や
お
七
吉
三
郎
な
ど

の
近
世
期
の
実
在
の
人
物
を
題
材
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
十
章
に

お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
章
が
浄
瑠
璃
や
浮
世
草
子
、
歌
祭
文
を
素
材
と

し
て
い
る
。
表
１
は
「
丹
前
枕
絵
」
の
各
章
題
と
そ
の
典
拠
作
品
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

現
時
点
で
典
拠
が
判
明
し
て
い
る
章
は
、
三
十
章
の
う
ち
二
十
八
章
だ
が
、

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
（
１
）
か
ら
（
型
）
ま
で
の
章
が
全
て
浄
瑠
璃

を
典
拠
と
し
、
（
妬
）
か
ら
（
別
）
ま
で
が
、
浮
世
草
子
や
歌
祭
文
を
典
拠

と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
特
に
（
１
）
か
ら
（
別
）
ま
で
の
浄
瑠
璃
利
用

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

「
丹
前
枕
絵
」
の
各
章
は
、
本
文
の
長
さ
が
非
常
に
短
い
。
ほ
と
ん
ど
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
一
冊
の
本
と
し
て
体
裁
を
整
え
、
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

刊
年
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
浄
瑠
璃
段
物
集

と
の
関
連
か
ら
宝
永
三
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

二
「
丹
前
枕
絵
」
の
典
拠

一
丁
半
の
長
さ
で
あ
り
、
二
丁
を
越
え
る
章
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
本
文
に
お

い
て
特
徴
的
な
の
は
、
典
拠
と
な
っ
た
浄
瑠
璃
の
人
物
設
定
や
物
語
展
開
だ

け
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
文
辞
を
利
用
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
中
に
は
、
一
章
の
ほ
ぼ
全
体
が
浄
瑠
璃
本
文
と
同
じ
で
あ
る
章
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
例
と
し
て
（
４
）
の
「
光
照
い
ろ
は
の
前
」
を
挙
げ

る
。
本
章
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
「
以
呂
波
物
語
」
（
近
松
作
ヵ
、
貞
享
元

年
三
月
宇
治
座
初
演
）
の
一
場
面
で
あ
る
が
、
引
川
部
分
が
長
い
た
め
、
こ

こ
で
は
そ
の
一
部
を
比
較
す
る
。

｛
’
一

『
以
呂
波
物
語
」
第
二

い
つ
ぬ
れ
そ
め
し
。
は
つ
こ
ひ
も
。
ま
だ
手
な
ら
ひ
の
い
ろ
は
の
ま

へ
。
ゆ
か
し
さ
む
ね
に
光
照
の
。
恩
ふ
は
な
ら
で
思
ひ
も
せ
ぬ
な
も

い
や
ら
し
き
熊
丸
が
。
し
み
し
た
魁
る
き
よ
れ
ん
ぼ
。
す
ぢ
な
き
あ

だ
な
ば
つ
と
た
つ
。
く
も
ゐ
の
内
も
。
わ
び
し
く
て
。
め
の
と
が
ゆ

か
り
あ
り
す
川
。
花
ち
る
さ
と
の
き
り
し
ば
ど
。
み
そ
か
に
し
の
ぴ

お
は
し
ま
す
。

「
丹
前
枕
絵
」
光
照
い
ろ
は
の
前

ば
つ
こ
ひ

て
な
ら
ひ

む
ね

い
つ
ぬ
れ
そ
め
し
初
恋
も
ま
だ
手
習
の
い
ろ
は
の
前
ゆ
か
し
さ
胸
に

み
っ
て
る

な

く
ま
ま
る

光
照
の
お
も
ふ
は
な
ら
で
お
も
ひ
も
せ
ぬ
名
も
い
や
ら
し
き
熊
丸
が

す
じ

た
つ
か
す
み
く
も

し
み
し
た
、
る
き
よ
こ
れ
ん
ぼ
筋
な
き
あ
だ
名
立
霞
雲
ゐ
の
う
ち
も

は
喉
ち
る
さ
と

し
ば
と

わ
び
し
く
て
め
の
と
が
ゆ
か
り
あ
り
す
川
花
散
里
の
き
り
柴
戸
ひ
そ

し
の

か
に
忍
び
お
わ
し
ま
す

わ
ず
か
な
部
分
に
違
い
は
見
ら
れ
る
が
、
「
丹
前
枕
絵
」
が
『
以
呂
波
物

語
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
光
照
い
ろ

ユ 一

ノ、

Pq



※
（
訂
）
「
遠
道
栄
が
」
に
関
し
て
は
、
野
間
光
脹
氏
の
術
摘
に
よ
る

※
典
拠
が
「
浄
瑠
璃
」
で
あ
る
も
の
の
内
、
「
初
演
年
〃
Ⅱ
」
・
「
作
荷
」
は
『
近
怯
全
集
』
（
岩
波
需

Ⅱ
に
異
な
る
醜
の
あ
る
も
の
は
、
後
ろ
に
（
金
）
、
（
ｆ
）
と
付
け
Ⅸ
別
し
た
（
金
）
は
『
近
松
令
集

西
沢
一
風
作
「
好
色
極
秘
伝
一
考

秘

丹

（
旺
一

や
近
松
余
集
い
（
勉
繊
社
）
、
『
竹
本
炎
太
夫
浄
瑠
璃
ｆ
本
集
』
（
大
学
堂
淵
店
）
、
『
名
作
浄
瑠
璃
集
」
（
Ｈ
本
船
梼
余
典
刊
行
会
）
に
拠
っ
た
ま
た
上
演
年
川

は
『
服
本
近
松
を
典
叶
に
拠
っ
た
こ
し
一
を
・
祇
す

六
五

（
抑
）
梯
犀
お
せ
ん
長
右
衛
門

一
塑
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛

鋤
）
火
粍
師
お
さ
ん
茂
兵
衝

黙
）
江
瓜
の
お
じ
占
三

郎

鉛
）
沈
爪
の
お
し
商
《
◇
一
郎

幻
）
進
適
栄
作

）
女
隊
・
・
・
勝
あ
か
れ
や
￥
し

25

一
け
い
せ
い
夕
溌
伽
左
側
門

割
）
す
く
わ
の
か
ね
ju
Iミ
水
娩

鋤
）
川
原
え
太
郎
肱
川
前

型
）
執
家
公
熊
朴
次
郎

訓
）
水
牌
稚
伸
也

鋤
｝
虎
し
よ
う

源
わ
た
る
け
さ
御
前

鵬
）
五
郎
時
宗
少
将

17

）
妓
清
と
あ
こ
や

）
信
玄
新
の
前

喝
）
》
一
・
Ⅲ
源
太
と
橘
姫

Ｍ
）
牌
我
卜
郎
虎
御

I

災
祐
倣
刈
湫
後
家

12

）
出
川
小
六
郎
雁
て
る
晩

（
Ⅱ
）
制
溌
と
弁
の
＃

（
山
佐
畿
、
水
併
称

（
９
）
臘
久
と
明
ぼ
の

（
Ｈ
）
忠
度
と
菊
の
伽

（
７
）
捉
粍
騰
紫

－
６
〉
牛
艦
上
る
り
姫

（
５
）
鰯
朝
あ
き
Ⅱ
の
前

（
４
）
光
照
い
ろ
は
の
前

（
３
）
蝉
丸
な
を
姫

ラ
ニ
葛
の
火
＃
花
て
る
姫

－
１
）
源
氏
あ
お
ひ
の
う
へ

瀬
題

好
色
凡
人
女

好
色
旅
枕

好
色
五
人
女

好
色
五
人
女

好
色
訓
哉
側
批

八
逆
尼
殺
し
鍋
文

好
色
刈
鎖
Ｍ
髄

好
色
訓
彼
側
妓

火
左
r〔
‘13

賊
濃
源
氏
木
牌
物
禍

継
牌
我

↑
心
八
戒
魂

我
流
人
兄
弟

州 自
然
崎
北

多
川
院
側
恢

本
海
道
虎
打

根
ノじ

脚
我

根
・
肥
牌
我

臘
染
川

佐
八
・
水
先
帥

lミ

lIj
判
夕■●

11

盛
久

戯
噸
守
小
し
旅
堅

占
野
忠
帖

-|・

段

航
朝
伊
・
弘
Ⅱ
肥。Ｉ

以
出
波
物
語

せ
み
丸

尺
評
天
皇

あ
ふ
ひ
の
う
へ

典
拠

巻
ニ

ノ［

よ
が
り
薬
の
噸

巻
ミ

を
川
（
々
）

ド
を
、
分
た
て
ま
じ
き
側
の
＃

ド
を
、
会
交
遡
川
之
妙
述

!'！
小
唯
』
、

刷
耐

鋪
：

第 輔
二

鋪
三

第
三

第
二

第 第 第 鋪
。
●
●

鋪
勢
、
和
ａ
も
必
細
和
◆
幻

弟 鋪 鋪 鯛 鋪
争
●
■

鋪
●
●
つ

第
句

第 第
毎
■
。

第
：

繊
叫
箇
所

一
部
文
辞
の
一
致

文
辞
の
数

一
部
文
辞
の
一
致
・
筋
の
致

部
文
辞
の
・
汝

文
辞
の
・
致

題
付
・
筋
の
◆
党

文
辞
の
↓
数

文
辞
の
・
致

・
部
文
辞
の
・
汝
・
趣
向
の
・
蚊

文
辞
の
致

文
辞
・
趣
向
の
↑
弦

文
辞
の
↓
致

文
辞
の
一
致

文
辞
の
一
致

文
辞
の
一
致

文
辞
の
一
致

文
辞
の
致

文
辞
の
・
数

文
牌
の
・
数

文
辞
の
・
汝

文
辞
の
・
党

丈
辞
の
・
汝

文
辞
の
・
汝

文
畔
の
一
致

文
畔
の
・
汝

文
辞
の
・
致

文
辞
の
《
数

文
辞
の
・
致

文
辞
の
一
致

部
文
辞
の
致

典
拠
樋

罪
Ⅲ
峨
子

浮
世
軌
・
Ｉ

勾
脹
Ⅱ
侭
供
●
ｆ

ｂ
。
‐
ナ
ー
』
■
日
日
６
０
１
－

邪
仙
收
ｆ

解
||t
¥!：
｢．

歌
〃.く
り』、

文

浮
川
噸
ｆ

那
川
蛾
〃
Ｉ

脈
珊
珊

海
墹
璃

浄
珊
瑚

浄
珊
璃

浄
瑠
璃

浄
珊
璃

浄
珊
璃

浄
珊
璃

浄
珊
卯

浄
珊
脳

浄
瑚
珊

浄
珊
脳

浄
珊
側

浄
珊
瑚

浄
珊
脳

研
削
側

Ｑ
Ｌ
Ｄ
ｄ
６
Ｈ
Ｔ
〃
Ｔ
ｒ
Ｊ

１
制
脚

い
や
■
日
９
ｒ
卜
■
少
ｒ
ｂ
■
伊

浄
墹
剛

浄
珊
璃

浄
珊
璃

棚
珊
璃

浄
瑠
璃

貞
享
三
年
二
月

、
京
四
年
頃
（
ｋ
方
板
）
、
・
叱
禄
八

年

■
Ⅱ
Ⅱ
早

壱
Ｉ

ﾉー1

板
一

画
京
二
年
皇
剛

京
_§

年

II

舎
畦
日
Ⅱ
、
吟
墾
呼
○
争
毛
全
一
し
出
０
。
●
●
・
８
０
″

Ｉ
ら
０
〃
Ｉ
。
■
７

‘jK

年

jl

r（
。
■
凸
卓
●
●
●
◆
■
己

０
０
Ｊ
公
刊
可

●
与
申
、
ａ
■
■
■
■
〃I

ﾉt

雑
|・

年
以

未
排

尺
和
三
年
九
〃
ず
洽

噸
､

蘭
享
兀
年
し
川
中
旬
以
舸
竹
本
噸

虻
紘
ト
バ
年
正
月
以
舸

・
爬
徐
ト
ー
年

貞
享
↓
↑
年
｜
一
の
巷
り

・
兀
禄
十
年
し
〃
皇
十
瓦
Ｈ
以
前

●
肥
禄
凡
年

舎
兀
雑
し
年
七
Ⅱ
卜
丘
Ⅱ
以
燗

沁
械
卜
・
年
服
〃
以
前

・
凡
械
卜
・
年
服
Ⅱ
以
伽

醐
享
・
凡
年
し
Ⅱ
宇
治
恥
、
Ｍ
年

し
Ⅱ
以
降
竹
本

。
。
■
■
囚
司
■
０
母
■
●
■
●
●
今
■

▲
■
ａ
■
〃
■
■
Ｂ
Ｕ

ｌ
Ｅ
０
４
１

し

Ij

l‘（
卓
・
・
・
年
１
〃
以
後
、
血
卓
叫Ｉ

二
勺
４１

〃
Ｉ

11
以

Iiij

垂
Ⅱ
■
■
も
ｒ
凸
・
■
申
◆
毎
牛
●
■
Ｑ
ｇ
０
■
夕

ｊ
ｌ
ｂ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
ｏ
ニ
ハ
祁
叩
‐
日
日
■
８
・
■
リ
グ

肥
雑
１
年
し
〃
卜
六
Ⅱ
以

い"｡

11リ

．
兀
徐
・
↓
一
年
・
・
・
Ⅱ
具
Ⅱ
（
眼
）
、
叱
雑
Ｉ
．

■
今
ゆＩ

〃
Ⅱ

〃
以
前
（
金
）

ﾉじ

雑
＆凸

ノ、

年
●

H
1‐
ノ、

11

以
_DP■

iiリ

血
京
・
凡
年
・
・
・
月
吉
Ⅱ
宇
論
噸
、
同
年
卜
〃
頃
竹
本
噸

元
雑
望
月
以
前
（
金
）
、
・
凡
徐
ミ
年
以
前
（
旺
一

元
禄
二
年
・
↑
。

１
舎
二
Ｉ

ｊ
Ｉ
（
ｆ
）
、
元
禄
脈

一
一
一
《
◆
《

ｉｌ
’

〃
以
前
（
金
）

貞
享
…
年
以
降
元
徐
三
年
以
航
（
金
）
・
尚
享
初
年
頃
（
ｆ
）

初
演
年
Ⅱ
Ｈ
・
刊
行
年

lリリ

鶴
好
色
軒
在
原
の
葉
平
（
自
序
）

11V

鶴
I}lイ

拙

酷
。
，
Ⅲ
肘
脹
Ｌ
砿
、
。
ｒ
●
Ｊ

Ｃ
Ｕ
Ｉ
０
０
ｎ
Ｏ
Ｂ
少
公
猫
庁

Qf
l

川
ｆ
典
衛

If
I

川
半
兵
伽

未
‘iY（

未
誹

近
松

近
松
力

近
松

近
松

近
松
力

近
快
力

錦
文
流

近
快
力

近
松
力

近
松
力

近
松

近
松

近
松

近
松

近
松

近
松
力

近
松
力

近
隣

近
怯

近
松
力

作
行

竹
本
災
火
災

竹
本
捉
太
犬

宇
治
加
例
橡
、
竹
本
炎
太
上

竹
本
筑
後
橡

竹
本
筑
後
橡

竹
本
菱
火
夫

竹
本
義
太
夫

竹
本
炎
太
犬

竹
本
炎
火
炎

竹
本
災
火
災

竹
本
災
火
炎

や
論
加
間
橡
、
竹
本
災
火
災

竹
本
災
太
災

竹
本
災
太
上

竹
本
災
火
災

竹
本
災
火
災

竹
本
災
人
災

竹
本
災
太
火

や
論
加
侭
橡
、
竹
本
侭
人
災

竹
本
愛
人
火

竹
本
愛
人
火

宇
論
加
例
橡

人
ﾉと



は
の
前
」
の
章
で
は
こ
の
よ
う
な
利
用
が
一
章
全
体
で
行
わ
れ
て
お
り
、
細

部
が
異
な
る
程
度
で
あ
る
。

中
に
は
浄
瑠
璃
と
の
文
辞
の
一
致
が
部
分
的
な
章
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
章

で
は
、
浄
瑠
璃
の
本
文
を
土
台
と
し
て
、
一
風
が
そ
れ
を
中
略
し
た
り
、
結

末
部
分
を
描
き
加
え
る
な
ど
の
細
か
い
改
変
を
行
っ
て
い
る
。
（
Ⅱ
）
「
頼
澄

と
弁
の
君
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
『
藍
染
川
」
（
近
松
作
ヵ
、

貞
享
元
年
七
月
宇
治
座
初
演
、
同
年
同
月
以
降
竹
本
座
初
演
）
の
浄
瑠
璃
本

文
を
中
略
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
て
文
章
を
構
成
し
て
い
る
。
場
面
は
、

頼
澄
が
北
野
社
に
参
詣
し
た
折
に
、
弁
の
君
と
出
会
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次

に
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
一
風
の
浄
瑠
璃
利
用
の
方
法
を
み
て
い
き
た
い
。

一
一
細
｝

『
藍
染
川
」
第
一

も
せ
と
成
給
ふ
。

「
丹
前
枕
絵
」
頼
澄
と
弁
の
君

た
が
ひ
に
し
の
ぶ
恋
し
り
の
。

「
藍
染
川
」
第
二

心
三

か
さ
な
り
し
か
り
枕
深
い
も
せ
と
成
給
ふ

傍
線
部
①
、
②
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
一
風
が
「
藍
染
川
」
の
本
文

ず
し
ら
ず
心
と
こ
、
ろ
と
を
り
あ
ひ
。
じ
つ
と
め
で
し
め
き
で
し
め
て

頼
澄
一
め
御
覧
じ
て
こ
は
そ
も
人
か
。
天
人
か
皿

し
な
か
た
ち
。
ベ
ん
も
う
つ
、
の
こ
瞳
地
し
て
。

花
や
を
恋
の
や
ど
り
に
て
。
た
び
か
さ
な
り
し
か
り
ま
く
ら
ふ
か
き
い

頼
澄
を
一
目
み
て
う
は
く
ば
か
り
は
み
ず
し
ら
す
心
と
心
を
と
う
り
あ

は
せ
じ
っ
と
目
で
し
め
き
で
し
め
て
花
屋
を
恋
の
や
ど
り
に
て
た
び

天
人
か
と
う
か
と
。
見
と
れ
し

う
は
く
ば
か
り
は
見

か
ら
抜
き
取
っ
た
文
辞
を
細
か
く
切
り
貼
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
場

面
の
異
な
る
『
藍
染
川
」
の
第
一
と
第
二
を
連
結
し
、
一
つ
の
場
面
に
変
更

し
て
お
り
、
二
人
の
出
会
い
か
ら
逢
瀬
ま
で
を
描
い
て
い
る
浄
瑠
璃
本
文
の

詳
細
な
描
写
を
省
略
し
、
話
の
軸
と
な
る
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
て
い
る
。

ね
ざ
さ
し
も
く

更
に
、
『
藍
染
川
」
で
は
弁
の
君
に
根
笹
と
紫
竹
と
い
う
二
人
の
腰
元
が

仕
え
て
い
る
と
い
う
設
定
を
、
紫
竹
一
人
に
変
更
し
て
い
る
。
約
一
丁
半
と

い
う
短
い
本
文
の
中
で
話
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
設
定
の
簡
略
化
を
図
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
（
別
）
「
虎
し
や
う
ノ
ー
」
で
は
浄
瑠
璃
の
趣
向
を
艶
本
的
設
定
に

転
じ
て
い
る
。
本
章
は
『
世
継
曽
我
』
（
近
松
作
、
天
和
三
年
九
月
宇
治
座

初
演
）
を
利
用
す
る
。
こ
の
場
面
は
、
大
磯
の
虎
と
化
粧
坂
の
少
将
が
、
曽

我
兄
弟
の
母
の
為
に
兄
弟
の
形
見
の
衣
裳
を
身
に
纏
っ
て
二
人
に
成
り
す
ま

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
本
文
の
大
部
分
が
「
世
継
曽
我
」
か
ら
そ

の
ま
ま
文
辞
を
利
用
し
て
い
る
が
、
最
後
の
箇
所
の
み
浄
瑠
璃
の
趣
向
を
活

か
し
つ
つ
も
、
改
変
を
加
え
て
い
る
。

（
冊
一

『
世
継
曽
我
』
第
三

扱
い
か
ぎ
せ
ん
何
と
か
と
。
し
ば
し
思
案
し
給
ひ
し
が
。
ヲ
、
思
ひ
付

た
り
有
し
よ
の
。
形
見
の
ゑ
ぼ
し
ひ
た
蕊
れ
を
。
虎
少
将
に
打
き
せ
て

暫
是
に
ま
し
ま
せ
と
。

「
丹
前
枕
絵
」
虎
し
や
う
ノ
ー

幸
ち
つ

こ
や
う

き
や
う
だ
い

先
そ
れ
迄
に
あ
い
た
い
か
と
御
用
の
一
も
つ
取
出
し
兄
弟
の
ゑ
ぼ
し
ひ

ら
や
く

し
や
う
Ｊ
１

た
た
れ
を
着
し
と
ら
が
五
郎
と
な
れ
ば
少
将
は
十
郎
と
成
か
わ
り
入
か

と
も
／
、
ひ

は
り
友
喰
こ
そ
は
し
ら
れ
け
り

1－

ノ、
rユ

ノ､
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二
人
が
十
郎
・
五
郎
そ
れ
ぞ
れ
の
形
見
を
着
る
と
こ
ろ
は
一
致
す
る
が
、

「
丹
前
枕
絵
」
で
は
、
虎
と
少
将
が
お
互
い
を
慰
め
合
う
展
開
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
浄
瑠
璃
本
文
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
設
定
を

簡
略
に
す
る
こ
と
で
短
い
本
文
の
中
に
浄
瑠
璃
の
見
所
を
納
め
、
浄
瑠
璃
の

趣
向
を
艶
本
表
現
と
し
て
変
換
さ
せ
る
点
に
、
一
風
の
編
集
を
み
る
こ
と
が

出
来
る
。

ま
た
、
浄
瑠
璃
の
影
群
は
「
丹
前
枕
絵
」
の
本
文
だ
け
で
な
く
、
挿
絵
に

も
み
ら
れ
る
。
（
Ｂ
）
「
曽
我
祐
慌
河
津
後
家
」
の
挿
絵
は
、
そ
れ
が
端
的
に

表
れ
た
章
で
あ
る
。
本
草
は
、
「
根
元
曽
我
」
（
近
松
作
力
、
元
禄
十
一
年
正

蕊
蕊
欝
騨
『
鶏
霞
鰯
騨
奪
謬
鶏
鍵
謬
婚
蕊
識
霧
騨
蕊
“
※
蕊
掘
蕊

曲
沢
一
風
作
「
好
色
極
秘
伝
」
考
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羅
鰭
罵
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鶴
海
鶏
導
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為
凝
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蕊
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図2「丹前枕絵」廿六丁表

ゆ
る
ゆ
び
が
を
と
、
の
。
は
こ
わ
う
が
め
に
あ
た
り

「
丹
前
枕
絵
」

山
も
た
か
ひ

わ
ろ
ふ

は
な
い
、
』

後
に
は
互
に
し
ら
け
あ
ひ
ど
っ
と
笑
て
久
か
た
の
枕
は
づ
し
て
鼻
息
は

と
こ
い
り

物
も
い
は
れ
い
む
ま
い
床
入

「
丹
前
枕
絵
」
の
本
文
は
、
こ
の
部
分
で
終
わ
り
、
『
根
元
曽
我
』
の
傍
線

部
分
に
あ
る
よ
う
な
、
兄
弟
二
人
が
寝
所
を
覗
く
場
面
は
省
か
れ
て
い
る
。

挿
絵
に
は
、
般
若
の
面
や
、
附
霊
の
格
好
を
し
た
祐
信
な
ど
特
徴
的
な
も
の

月
以
前
初
演
）
の
第
三
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
『
根
元
曽
我
』
の
該
当
場
面

の
あ
ら
す
じ
を
以
下
に
記
す
。

曽
我
祐
信
は
河
津
の
後
家
と
そ
の
二
人
の
子
ど
も
を
引
き
取
る
。
し
か

し
祐
信
は
夫
姉
と
な
っ
て
同
じ
家
に
住
み
な
が
ら
も
、
河
津
の
後
家
と
枕

を
交
わ
さ
な
い
。
そ
こ
で
後
家
は
般
培
の
面
を
か
ぶ
り
、
祐
信
の
枕
元
に

た
ち
恩
い
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
二
人
の
子
ど
も
が
襖
の
隙
間
か

ら
覗
き
見
る
。

「
丹
前
枕
絵
」
の
抓
絵
（
図
１
）
は
、
そ
の
場
面
を
猫
い
た
も
の
で
あ
る
。

般
若
の
面
を
持
っ
た
後
家
と
祐
信
と
の
床
入
り
を
立
て
か
け
た
矢
の
間
か
ら

二
人
の
子
ど
も
が
覗
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
丹
前
枕
絵
」
の
本
文
に
は
子

ど
も
二
人
が
寝
所
を
覗
く
記
述
が
な
い
。
以
下
に
「
根
元
曽
我
」
と
「
丹
前

枕
絵
」
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
個
所
を
挙
げ
る
。

｛
二
Ｊ
）

『
根
元
曽
我
」
第
三

の
ち
は
た
が
ひ
に
し
ら
け
あ
ひ
。
ど
っ
と
わ
ら
ふ
が
な
か
だ
ち
に
て
ね

し
し
ふ
す
ま
の
そ
ば
に
立
よ
り
。
あ
に
は
を
と
、
に
あ
れ
み
よ
と
を
し

は
ひ
と
つ
に
な
り
に
け
り
。
（
中
略
）
き
や
う
だ
い
も
ろ
共
さ
し
あ

一
ハ
レ
し



が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
根
元
曽
我
」
と
「
丹
前
枕
絵
」

の
両
方
の
本
文
に
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
絵
師
が
挿
絵
を
描

く
際
に
、
一
風
の
本
文
だ
け
で
な
く
、
浄
瑠
璃
本
文
も
参
考
に
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

同
じ
様
な
例
が
（
旧
）
「
三
田
源
太
と
橘
姫
」
で
あ
る
。
本
章
は
、
『
多
田

院
開
帳
」
（
近
松
作
ヵ
、
元
禄
九
年
頃
初
演
）
の
一
場
面
を
典
拠
と
し
て
い

る
ｃ
男
勝
り
の
橘
姫
が
、
山
に
籠
も
り
愛
染
明
王
に
自
分
に
相
応
し
い
男
の

出
現
を
願
う
と
こ
ろ
へ
三
田
源
太
が
遭
遇
す
る
場
面
で
あ
る
。
挿
絵
に
は
、

凹
面
右
上
に
松
に
掛
け
ら
れ
た
愛
染
明
王
の
絵
、
中
央
に
源
太
と
橘
姫
、
左

に
松
枝
に
掛
け
ら
れ
た
生
首
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）
。
以
下
に
該
当
場

面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
挙
げ
る
。

岩
の
は
ざ
ま
に
身
を
か
く
し
あ
い
ぜ
ん
明
王
の
像
を
松
に
か
け
一
丈
斗

の
手
ぼ
こ
を
つ
き
ふ
り
袖
し
ぼ
る
玉
だ
す
き

愛
染
明
王
の
絵
に
関
し
て
は
、
『
多
田
院
開
帳
」
本
文
傍
線
部
に
「
あ
い

ぜ
ん
の
。
ゑ
ざ
う
を
か
た
へ
の
小
松
に
か
け
」
と
あ
り
、
「
丹
前
枕
絵
」
の

本
文
傍
線
部
に
も
「
あ
い
ぜ
ん
明
王
の
像
を
松
に
か
け
」
と
記
述
さ
れ
て
い

「
丹
前
枕
絵
」
三
田
源
太
と
橘
姫

い
わ

一
Ｈ
一

「
多
田
院
開
帳
」
第
一

（
中
略
）
あ
た
り
の
こ
ず
ゑ
ノ
ー
に
は
。
な
ま
く
び
四
五
十
か
け
な
ら

ｌべ
ゑ
し
や
く
し
て
こ
そ
立
た
り
け
れ
。

う
を
か
た
へ
の
小
松
に
か
け
か
う
げ
と
う
み
や
う
ぐ
も
つ
を
そ
な
へ
・

一
ぢ
や
う
あ
ま
り
の
手
ぼ
こ
を
つ
き
ふ
り
そ
で
し
ほ
る
玉
だ
す
き
。

い
は
の
は
ざ
ま
に
身
を
か
く
し
い
ろ
を
ゑ
か
け
る
あ
い
ぜ
ん
の
。
ゑ
ざ

（
１
）
浄
瑠
璃
段
物
集
と
の
関
連

表
１
の
「
丹
前
枕
絵
」
典
拠
表
の
太
夫
欄
に
注
日
す
る
と
、
竹
本
義
太

夫
・
筑
後
橡
の
語
っ
た
浄
瑠
璃
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
当
時
一

風
が
版
元
正
本
屋
九
左
衛
門
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
竹
本
浄
瑠
璃
段
物
集
の

影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
沢
版
竹
本
浄
瑠
璃
段
物
集
は
、
現
在
確
認

｛
リ
ー

出
来
て
い
る
限
り
で
次
の
六
点
が
あ
る
。

る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
生
首
に
つ
い
て
は
「
多
川
院
開
帳
』
本

文
の
傍
線
部
に
描
写
が
あ
る
が
、
「
丹
前
枕
絵
」
に
は
該
当
箇
所
が
な
い
・

本
章
の
挿
絵
も
図
１
の
例
と
同
様
に
、
「
丹
前
枕
絵
」
本
文
に
欠
け
て
い
る

要
素
を
挿
絵
が
補
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、
一
風
の
本
文
で
は
な
く
、
浄
瑠
璃
の
一
場
面
の
イ
メ

ー
ジ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
挿
絵
が
一
風
の
指
示
で
描
か
れ
た
の
か
、
絵
師
の

判
断
で
描
か
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
挿
絵
は

浄
瑠
璃
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
「
丹
前
枕
絵
」
の
制
作
の
傍
ら

に
は
、
常
に
浄
瑠
璃
本
文
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
竹
本
如
意
宝
珠
』
元
禄
十
二
年
以
前
刊
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

「
浄
瑠
璃
見
取
丸
」
元
禄
十
五
年
末
頃
刊
（
大
阪
教
育
附
属
大
学
図
書
館
蔵
）

「
竹
本
秘
伝
丸
」
宝
永
二
、
三
年
頃
刊
憂
知
県
立
大
学
、
大
阪
大
学
忍
頂
寺
文
庫
苞

「
浄
瑠
璃
連
理
丸
」
宝
永
三
年
頃
刊
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
）

三
成
立
背
景
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『
浄
瑠
璃
花
月
丸
』
宝
永
三
年
頃
刊
（
信
多
純
一
氏
蔵
）

「
竹
本
極
秘
伝
』
宝
永
年
間
刊
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
耆
館
蔵
）

（
※
以
降
書
名
の
記
述
は
「
竹
本
」
・
「
浄
瑠
璃
」
を
省
く
）

浄
瑠
璃
段
物
集
は
用
途
に
よ
っ
て
様
々
な
版
型
の
も
の
が
出
さ
れ
て
い
た

が
、
元
禄
末
頃
か
ら
横
小
本
の
「
竹
本
一
流
懐
中
本
」
と
称
さ
れ
る
段
物
が

－
１
｜

多
種
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

但
し
、
西
沢
版
の
段
物
集
の
内
、
『
見
取
丸
」
と
「
秘
伝
丸
」
は
、
山
本

九
兵
衛
・
九
右
衛
門
版
の
段
物
集
と
の
関
連
が
強
い
。
阪
口
弘
之
氏
は
、

山
本
版
「
浄
瑠
璃
調
子
竹
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
浄
瑠
璃
全
二
十
六
番
と

「
見
取
丸
」
全
二
十
七
番
と
で
は
、
二
十
六
番
が
一
致
す
る
上
に
、
十
四
番

－
１
－

以
降
は
収
載
順
序
も
同
じ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
橋
正
叔

氏
は
山
本
版
『
浄
瑠
璃
拍
子
扇
」
全
二
十
八
番
と
「
秘
伝
丸
」
全
二
十
八

番
で
は
、
二
十
五
番
が
一
致
し
、
曲
の
配
列
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指

壬
ゾ
ー
｝

摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ⅶ
沢
版
は
山
本
版
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

山
本
版
『
浄
瑠
璃
小
菊
丸
」
（
宝
、
水
二
、
三
年
頃
刊
）
の
竹
本
筑
後
橡
に

よ
る
序
文
に
は
、
山
本
版
段
物
集
を
流
用
し
た
本
へ
の
批
判
が
記
さ
れ
て

一
Ｆ
■
宮
・

い
ス
》
。

て
‐
害
の
題
号
を
と
り
付
て
正
本
を
か
す
む
と
い
へ
ど
も
．

西
沢
版
の
段
物
集
が
、
山
本
版
段
物
集
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る

小
ぎ
く
丸
ミ
と
り
丸
・
ひ
で
ん
丸
此
三
糟
の
道
行
揃
ハ
．
予
が
秘
密

の
ふ
し
章
の
規
矩
を
以
て
、
是
を
正
し
集
め
．
山
本
氏
に
板
行
に
彫
し

め
．
音
曲
の
海
を
ワ
た
る
揖
棹
と
す
る
所
に
．
頃
日
ゑ
し
れ
ぬ
類
船
出

西
沢
一
風
作
『
好
色
極
秘
伝
一
考

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
批
判
の
対
象
「
ゑ
し
れ
ぬ
類
船
」
が
西
沢
版

段
物
集
で
あ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
取
丸
」
、
「
秘

伝
丸
』
は
西
沢
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
山
本
版
に
負
う
と
こ
ろ
が
非
常
に

大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
一
風
は
「
連
理
丸
』
以
降
の
段
物
集
で
は
、
山
本
版
の
流

用
を
行
っ
て
い
な
い
。
特
に
『
連
理
丸
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
山
本
版

を
踏
襲
し
た
段
物
集
が
道
行
を
中
心
と
し
た
編
集
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
恋
慕
段
物
揃
」
と
い
う
新
し
い
趣
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

浄
瑠
璃
の
段
の
中
で
も
、
「
し
の
び
の
段
」
や
「
ぬ
れ
の
段
」
と
い
っ
た

男
女
の
濡
れ
の
場
面
を
選
出
し
た
も
の
で
、
一
風
は
こ
れ
ら
の
段
を

「
浄
珊
璃
の
ま
な
こ
也
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
橋
氏

は
「
他
の
段
物
集
と
比
し
て
こ
の
「
連
理
丸
」
の
選
曲
は
異
例
と
い
え

る
」
と
述
べ
、
奇
を
街
い
す
ぎ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
『
連
理
丸
」
の
細
集
方
針
に
つ
い
て
は
「
山
本
の
亜
流
か
ら
抜
け

出
よ
う
と
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
段
物
集
と
し
て
の
選
曲
の
困
難
さ
が

招
い
た
苦
肉
の
策
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘

通
り
、
道
行
を
中
心
と
し
た
段
物
集
は
既
に
出
尽
く
し
て
お
り
、
新
し

い
段
物
集
を
作
る
た
め
に
は
新
た
な
選
曲
の
特
色
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
状
況
が
、
「
恋
慕
段
物
揃
」
と
い
う
趣
向
を
と
る
本
書
の
背
景
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
苦
肉
の
策
と
さ
れ
た
こ
の
趣
向
を
、
一
風
は
「
丹
前
枕
絵
」
で

も
用
い
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
一
つ
の
手
法
と
し
て
試
行
錯
誤
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
連
理
丸
』
と
『
好
色
極
秘
伝
」

一

ノ､
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に
は
刊
記
が
な
い
た
め
、
両
書
の
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
い
く
つ
か
の
点
か
ら
、
「
好
色
極
秘
伝
」
が
一
連
理
丸
」
或
い
は
、

浄
瑠
璃
段
物
集
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。

第
一
に
、
『
好
色
極
秘
伝
』
が
段
物
集
の
形
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
西
沢
版
段
物
集
の
版
型
は
、
「
懐
中
本
」
と
称

さ
れ
る
横
小
本
の
も
の
が
主
流
で
あ
る
が
、
「
好
色
極
秘
伝
」
も
こ
れ
ら
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
（
十
・
八
×
十
六
・
七
四
で
あ
る
。
元
禄
末
か
ら
宝
永

初
め
に
か
け
て
の
八
文
字
屋
版
浮
世
草
子
や
一
風
作
の
浮
世
草
子
が
約
十

一
胴
一

二
×
十
八
ｍ
の
横
本
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
本
書
が
段
物
集
に
よ
せ

て
造
本
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

更
に
丁
付
の
表
記
も
、
西
沢
版
段
物
集
独
自
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

西
沢
版
の
特
徴
と
し
て
、
丁
付
に
「
い
ろ
は
」
を
使
用
す
る
点
が
あ
る
。

『
如
意
宝
珠
」
、
一
見
取
丸
」
、
『
秘
伝
丸
」
、
一
連
理
丸
』
で
は
、
本
文
丁
は

「
い
」
か
ら
始
ま
り
、
途
中
か
ら
数
字
の
丁
付
に
変
わ
る
。
「
丹
前
枕
絵
」
も

同
様
に
本
文
開
始
丁
か
ら
四
丁
目
ま
で
は
、
「
い
」
、
「
ろ
」
、
「
は
」
「
に
」
の

丁
付
で
あ
り
、
以
降
か
ら
数
字
の
丁
付
に
な
る
。

そ
の
他
に
、
本
文
に
は
段
物
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
節
付
け
を
施
し
て

い
な
い
が
、
目
録
や
本
文
中
の
章
題
の
書
き
方
も
段
物
集
の
形
式
を
模
し

て
お
り
、
「
段
物
集
の
艶
本
化
」
と
い
う
一
風
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
に
、
「
恋
慕
段
物
揃
」
と
い
う
趣
向
の
一
致
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浄

瑠
璃
の
濡
れ
の
段
を
抜
き
出
す
と
い
う
趣
向
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、

『
連
理
丸
」
と
「
丹
前
枕
絵
」
と
で
は
、
典
拠
と
し
て
い
る
浄
瑠
璃
と
場

面
が
一
致
す
る
章
が
八
章
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
取
丸
」
全
二
十
七

章
の
内
、
「
丹
前
枕
絵
」
と
利
用
箇
所
が
一
致
す
る
も
の
が
一
章
で
あ
る
こ

と
、
同
様
に
『
秘
伝
丸
』
全
二
十
八
章
の
内
、
一
致
す
る
も
の
が
一
章
も

な
い
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
「
連
理
丸
」
と
「
丹
前
枕
絵
」
の
関
連
が
非

常
に
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
「
丹
前
枕
絵
」
の
（
１
）
か
ら
（
別
）
章
ま
で
、

浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
て
お
り
、
細
か
い
改
変
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
浄
瑠
璃
本
文
を
利
川
し
て
い
る
。
い
わ
ば
本
書
は
「
恋
慕
段
物
揃
」
に
春

画
の
挿
絵
を
付
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。
浄
瑠
璃
段
物
集
の
選
曲
方
針

と
し
て
「
恋
慕
段
物
揃
」
を
打
ち
出
し
た
一
風
は
、
そ
の
趣
向
を
そ
の
ま
ま

艶
本
に
用
い
た
と
い
う
流
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
趣
向
は
『
連
理
丸
」
以
降
の
段
物
集
に
は
用
い
ら
れ
て
い

一
ゞ
脇
一

な
い
。
一
花
月
丸
』
、
『
極
秘
伝
』
は
と
も
に
寄
せ
本
で
あ
り
、
一
書
全
体
に

は
統
一
さ
れ
た
編
集
方
針
は
み
ら
れ
な
い
。
『
連
理
丸
』
で
浄
瑠
璃
十
五
曲

の
恋
慕
の
段
を
選
出
し
、
「
丹
前
枕
絵
」
に
お
い
て
八
曲
は
重
な
る
も
の
の
、

三
十
曲
の
恋
慕
の
段
を
選
び
出
し
た
こ
と
で
、
「
恋
慕
段
物
揃
」
の
趣
向
は

あ
る
程
度
や
り
き
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
好
色
極
秘

伝
」
の
背
景
に
は
正
本
屋
と
し
て
の
一
風
の
活
動
が
あ
り
、
一
風
が
本
書
を

浄
瑠
璃
段
物
集
の
艶
本
化
と
し
て
制
作
し
た
こ
と
が
い
え
る
。

「
好
色
極
秘
伝
」
の
刊
年
に
つ
い
て
、
レ
ィ
ン
氏
は
元
禄
十
二
・
三
年
頃

一
げ
一
一

と
し
て
い
る
。
刊
年
の
根
拠
に
つ
い
て
は
明
確
に
示
し
て
は
い
な
い
が
、

「
前
の
作
（
※
稿
者
注
二
代
吉
田
半
兵
衛
画
「
好
色
後
家
咄
し
」
レ
イ
ン
氏
は

元
禄
三
年
頃
と
推
定
）
か
ら
十
年
お
く
れ
て
出
現
し
た
こ
の
小
草
子
は
、
顔

七
○



（
２
）
浮
世
草
子
と
の
関
連

一
方
（
妬
）
か
ら
（
約
）
は
、
歌
祭
文
や
浮
世
草
子
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
章
で
は
典
拠
作
品
の
文
辞
や
筋
の
利
用
は
一
部
だ
け
で

あ
り
、
章
の
後
半
は
性
薬
の
使
い
方
や
床
入
り
の
方
法
な
ど
の
色
道
指
南
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
と
し
て
（
羽
）
「
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛
」
を

み
て
み
よ
う
。
本
章
の
前
半
は
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

一
劃
一

『
好
色
五
人
女
』
巻
三

こ
、
た
い
§
翁
｝
や
う
じ
び
ふ

う
き
な
た
ち

み
や
こ
な
き
峠

髪
に
大
経
師
の
美
婦
と
て
、
浮
名
の
立
つ
ぎ
き
、
都
に
情
の
山
を
う
ご

ざ
を
ん
ゑ
つ
き
砿
こ

＊
参
ゆ

す
が
た

か
し
、
祇
園
会
の
月
鉾
、
か
つ
ら
の
眉
を
あ
ら
そ
ひ
、
姿
は
清
水
の

は
つ
さ
〃
く
ら

昌
夛
さ

も
小
》
ぜ
い

た
か
を

初
桜
、
い
ま
だ
咲
か
国
る
風
情
、
口
び
る
の
う
る
は
し
き
は
高
尾
の

二
ず
へ

さ
か
り
な
か

木
末
、
色
の
盛
と
詠
め
し
。

と
人
物
が
誇
張
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
こ
の
作
者
の
晩
年
の
特
徴
と
な

っ
て
く
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
二
代
半
兵
衛
の
筆
致
か
ら
判

断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
野
間
光
辰
氏
は
こ
の
レ
イ
ン
氏
の
説
を
ひ

い
て
、
本
書
を
『
初
期
浮
世
草
子
年
表
」
の
元
禄
十
二
年
の
項
に
立
項
し

一
脂
）

て
い
る
。

し
か
し
、
「
丹
前
枕
絵
」
が
典
拠
と
し
た
浄
瑠
璃
の
内
、
初
演
年
次
が
最

一
９
ゞ
一

も
遅
い
の
が
、
元
禄
十
五
年
正
月
以
前
の
．
心
五
戒
魂
」
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
元
禄
十
五
年
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
更
に
、
宝
永
三
年
頃
刊
行
の
『
連
理
丸
」
と
関
連
性
が
強
い
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
本
書
の
刊
行
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
宝
永
三
年
頃
と
考
え
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

西
沢
一
風
作
『
好
色
極
秘
伝
」
考

「
丹
前
枕
絵
」
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛

た
い
き
や
う
じ

つ
ま

天
和
二
年
の
は
る
が
す
み
大
経
師
何
が
し
が
妻
お
さ
ん
と
い
ふ
は
か
く
れ

び
ふ

な
さ
げ

ざ
お
ん
ゑ

な
き
美
婦
ひ
ろ
き
都
に
て
浮
名
の
立
つ
ダ
き
情
の
山
を
う
ご
か
し
祇
園
会

ひ
か
り

ひ
か
し

の
月
ぼ
こ
の
光
に
ま
ゆ
を
あ
ら
そ
ひ
す
が
た
は
東
山
の
初
桜
い
ま
だ
さ
き

ふ
せ
い

た
か
お
こ
ず
へ
ざ
か
り
な
か
め

か
、
ら
ぬ
風
情
口
び
る
は
高
尾
の
木
末
色
の
盛
と
詠
し
身
な
れ
ど

細
か
い
改
変
は
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
丹
前
枕
絵
」
の
本
文
は
こ
の
後
、
『
好
色
五
人
女
」

や
歌
祭
文
な
ど
で
知
ら
れ
る
お
さ
ん
も
兵
衛
の
あ
ら
す
じ
を
艶
色
を
加
え

て
展
開
さ
せ
る
。
後
半
で
は
茂
兵
術
が
お
さ
ん
に
床
入
り
の
口
伝
を
す
る

と
い
う
体
裁
で
、
先
行
す
る
作
品
か
ら
題
材
を
得
て
色
道
指
南
の
文
章
を

ま
と
め
て
い
る
。

一
劃
）

『
好
色
旅
枕
」
下
（
貞
享
四
年
頃
刊
）

○
よ
が
り
薬
の
事

に
ょ
ゑ
つ
さ
み
や
う
ぐ
ば
ん

一
、
女
悦
奇
妙
丸
恥
澱
か
’
父
二

に
ん
じ
ん
ぶ
し

り
う
こ
つ
い
か
の
か
う

さ
い
し
ん
さ
ん
せ
う

み
や
う
ば
ん
じ
ゃ
か
う

ち
や
う
じ
せ
き
り
う
ひ

こ
し
つ
に
つ
け
い

右
此
十
二
色
を
粉
に
し
て
み
づ
に
そ
く
い
か
又
は
も
ち
の
り
を
す
こ
し

ま
せ
あ
は
せ
む
く
ろ
じ
の
大
き
さ
ほ
と
に
丸
じ
て
お
こ
な
は
ん
と
お
も

ふ
ま
へ
か
ど
に
玉
門
の
中
へ
入
く
し

七
一



「
好
色
極
秘
伝
」
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛

に
よ
え
つ
く
わ
ん
く
す
り

か
く

ひ
は
う

此
外
に
女
悦
丸
と
申
て
薬
な
ど
有
是
も
つ
い
で
に
害
置
ま
し
た
秘
方
な

＊
《
つ

れ
共
お
し
ゑ
ま
し
や
う
先
▲
に
ん
し
ん
二
分
▲
い
か
の
か
う
二
分
▲
ふ

し
二
分
▲
さ
ん
し
や
う
壱
分
▲
り
う
こ
つ
三
分
▲
し
や
か
う
二
分
▲
め

う
ば
ん
壱
分
▲
に
つ
け
い
壱
分
▲
丁
子
壱
分
▲
た
う
か
ら
し
三
匁
右
い

一
一

づ
れ
も
よ
く
粉
に
し
て
み
つ
に
て
ね
り
○
か
く
の
こ
と
く
ぐ
わ
ん
じ
一

き
〕
よ
く
も
ん

義
ま
へ
に
玉
門
の
う
ち
に
そ
っ
と
入
く
し

そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
の
童
を
書
き
加
え
た
り
な
ど
の
工
夫
は
し
て
い
る
が
、

「
好
色
旅
枕
」
の
文
辞
を
利
用
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
他
に
（
妬
）
（
恥
）
（
羽
）
章
で
は
、
『
好
色
訓
蒙
図
彙
」
（
貞
享
三
年

一
秒
一
〉

刊
）
の
本
文
を
利
用
し
て
い
る
。
（
妬
）
「
け
い
せ
い
夕
霧
伊
左
衛
門
」
と

（
恥
）
「
女
舞
三
勝
あ
か
れ
や
半
七
」
に
関
し
て
は
、
物
語
部
分
の
明
確
な
典

拠
は
不
明
だ
が
、
既
に
浄
瑠
璃
や
歌
祭
文
な
ど
に
よ
っ
て
巷
間
に
流
布
し
て

い
る
筋
と
色
道
指
南
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
好
色
五
人
女
」
が
三
章
に
お
い
て
典
拠
と
な
っ
て
い
る
点
に
注

目
し
た
い
。
一
風
が
「
好
色
五
人
女
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
本
書
だ
け
に
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
長
谷
川
強

氏
は
、
一
風
の
浮
世
草
子
の
初
作
一
新
色
五
巻
書
』
（
元
禄
十
一
年
八
月
刊
）

一
郵
一

に
『
好
色
五
人
女
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
野
間
光
辰
氏
は
、
（
”
）
「
達
道
栄
春
」
が
「
八
逆
尼
殺
し
祭
文
」

と
い
う
歌
祭
文
を
介
し
て
一
風
作
の
「
新
色
五
巻
書
』
、
「
風
流
御
前
義
経
記
」

（
訓
一

（
元
禄
十
三
年
正
月
刊
）
と
関
連
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
丹
前
枕
絵
」
に
は
こ
の
他
に
も
、
一
風
、
身
の
作
舳
と
文
辞
や
題
材
が

こ
れ
ら
の
内
、
特
に
「
色
茶
屋
頻
卑
顔
」
と
「
寛
澗
曽
我
物
語
」
は
細
か

い
文
辞
ま
で
一
致
す
る
が
、
「
丹
前
枕
絵
」
は
一
風
自
信
の
作
品
を
直
接
の

典
拠
と
し
た
の
で
は
な
く
、
野
間
氏
が
指
摘
さ
れ
た
例
と
同
じ
く
一
つ
の
典

拠
を
介
し
て
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
『
本
海
道
虎
石
」
（
元
禄
七

年
七
月
以
前
初
演
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
、
（
狸
）
「
曽
我

十
郎
虎
御
前
」
と
「
寛
澗
曽
我
物
語
』
の
部
分
を
比
較
す
る
。

｜
錫
一

『
本
海
道
虎
石
」
第
三

い
ほ
い
も
か
う
か
僻
ひ
な
た

、
？
つ

庵
木
瓜
の
陰
日
向
冷
泉
二
つ
・
鏡
に
。
影
映
す
。
月
雪
花
は
何
な
ら
ん
。

兇
度
い
は
人
の
悌
と
小
オ
ク
リ
鏡
。
取
り
置
き
手
づ
か
ら
や
。
刷
嗣
削
団

【
表
３
］
「
丹
前
枕
絵
」

一
致
す
る
章
が
あ
り

れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。｜

風
作
品 七

二

〈
鋤
）
人
絲
師
お
さ
ん
茂
兵
術

（
訂
）
遠
道
栄
存

〈
”
）
遠
道
栄
存

（
恥
）
女

膝

勝
あ
か
れ
や
ｆ
七

〈
鋤
）
虎
し
や
う
ｊ
、

（
Ｍ
）
紳
我
卜
郎
虎
御
前

（
Ｂ
）
脚
我
神

{Oi
iIリ
派
後
家

）
牛
勝
ｋ
る
り

姫

05

弧
朝
'剛
'1
の

前
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胴
附
腓
腓
胤
鄙
間
剛
冊
凹
卵
沙
の
朏
顛
あ
た
ま
か
ら
。

「
丹
前
枕
絵
」
曽
我
十
郎
虎
御
前

か
、
ふ
か
げ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
脾
朏

い
ほ
り
も
か
う
の
か
げ
ひ
な
た
二
つ
鏡
に
影
う
つ
す
見
た
い
は
人
の
面

馴
と
耐
剛
Ｍ
胤
川
州
闘
圃
側
断
卵
沙
の
朧
ぶ
み
あ
た
ま
か
ら

こ
れ
ら
の
傍
線
部
分
及
び
囲
み
部
分
を
比
較
す
る
と
、
『
寛
澗
曽
我
』
が

『
本
海
道
虎
石
」
の
本
文
を
若
干
改
変
し
、
更
に
文
辞
を
書
き
足
し
て
い
る

の
に
対
し
、
「
丹
前
枕
絵
」
は
『
本
海
道
虎
石
」
の
本
文
を
省
略
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
書
き
加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
風
は

「
丹
前
枕
絵
」
の
本
文
を
自
身
の
作
品
で
あ
る
『
寛
澗
曽
我
』
か
ら
で
は
な

く
『
本
海
道
虎
石
』
に
拠
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
一
風
の
二
作
品
の
関
連
は
、

同
じ
作
品
を
典
拠
と
し
て
い
る
た
め
に
、
文
辞
が
一
致
し
た
に
過
ぎ
な
い
α

し
か
し
、
同
時
期
の
浮
枇
草
子
と
同
じ
題
材
を
選
び
、
利
用
す
る
箇
所
ま
で

同
じ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
風
が
浮
世
草
子
制
作
の
方
法
を
艶
本
制

作
に
も
応
用
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
風
が
、
浮
世
草
子
の
制
作
に
お
い
て
先
行
す
る
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
、
浮

世
草
子
か
ら
題
材
や
本
文
の
利
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
諸
学
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
井
上
和
人
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
に
亘
る
素
材
の

利
用
に
つ
い
て
、
一
風
が
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
・
歌
謡
関
係
の
書
物
を
主
に
扱

悶
悶
間
間
凹
山
魍
糾
の
継
顛
あ
た
ま
か
ら
。

一
郎
一

『
寛
淵
曽
我
物
語
」
六
巻
一

い
ほ
仰
も
つ
か
う

か
、
み
か
け

庵
木
香
の
か
げ
ひ
な
た
二
つ
鏡
に
影
う
つ
す
。

ｉ

ｉ

か
、
み
を
き

見
た
い
は
彼
人
ぞ
と
み
づ
か
ら
鏡
取
置
。

西
沢
一
風
作
「
好
色
極
秘
伝
」
考

ゆ
き
』

月
雪
花
は
何
や
ら
ん
。

こ
こ
ま
で
、
「
好
色
極
秘
伝
」
の
内
「
丹
前
枕
絵
」
の
典
拠
及
び
成
立
背

景
に
、
浄
瑠
璃
段
物
集
や
浮
世
草
子
な
ど
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
、

正
本
屋
あ
る
い
は
浮
枇
草
子
作
者
と
し
て
の
一
風
の
活
動
が
艶
本
制
作
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
本
書
前
半
部
分
の
「
好
色
極
秘
伝
」
が
色
道
の
指
南
書
に
な
っ
て

一
郡
一
一

い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
一
風
は
浮
世
草
子
制
作
以
前
に
「
茶
屋
諸
分
調

法
記
』
（
元
禄
六
年
二
月
刊
）
と
、
そ
の
解
題
増
補
本
で
あ
る
一
色
茶
屋
頻

卑
顔
』
（
元
禄
十
一
年
三
月
刊
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
床
入
り
の
方
法
や
性

薬
の
使
い
方
な
ど
の
知
識
は
十
分
に
備
え
て
い
た
。
『
色
茶
屋
頻
卑
顔
」
と

「
丹
前
枕
絵
」
に
は
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
「
好
色
極
秘
伝
」
も
ま
た
、
そ
の

知
識
を
活
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
好
色
極
秘
伝
」
の
構
成
要
素
は
全
て

一
風
が
以
前
に
関
わ
っ
て
き
た
作
品
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
正
本

屋
と
し
て
の
浄
瑠
璃
段
物
集
の
出
版
か
ら
「
恋
慕
段
物
揃
」
の
着
想
を
得
た

一
風
は
、
浄
瑠
璃
に
加
え
歌
祭
文
や
浮
世
草
子
な
ど
の
既
存
の
物
語
か
ら
場

う
正
本
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が

本
書
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
本
書
が
典
拠
と
し
て
い
る
様
々

な
書
物
を
通
覧
す
れ
ば
、
一
風
の
正
本
屋
と
し
て
の
環
境
が
わ
か
る
と
同
時

に
、
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
、
周
辺
に
ど
の
よ
う
な
書
物
が
置
か
れ
て
い
た

の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
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面
を
選
り
抜
く
「
段
物
集
」
の
艶
本
と
し
て
「
丹
前
枕
絵
」
を
制
作
し
、
そ

れ
に
色
道
指
南
の
「
好
色
極
秘
伝
」
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
本
書
は
一
風
の
艶
本
初
作
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
元
禄
末
か
ら

宝
永
初
期
に
お
け
る
一
風
自
身
の
出
版
活
動
の
集
約
と
も
い
え
る
の
で
あ

う
（
や
０

注（
１
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
「
元
禄
の
上
方
艶
本
Ⅱ
」
（
「
季
刊
浮
世

絵
」
七
十
八
号
、
昭
和
五
十
川
年
、
画
文
堂
）
、
「
元
禄
の
エ
ロ
ス

半
兵
衛
・
七
郎
兵
衛
上
方
名
品
艶
本
集
」
（
「
季
刊
浮
世
絵
」
別
冊
、
昭

和
五
十
四
年
、
画
文
堂
）

（
２
）
野
間
光
辰
『
浮
世
草
子
集
」
解
説
（
日
本
古
典
文
学
大
系
別
、
昭

和
四
十
一
年
、
岩
波
書
店
）
、
『
初
期
浮
世
草
子
年
表
”
近
世
遊
女
評

判
記
年
表
」
（
日
本
書
誌
学
大
系
側
、
昭
和
五
十
九
年
、
青
裳
堂
書

店
）

（
３
）
「
好
色
極
秘
伝
」
内
「
好
色
極
秘
伝
」
Ｕ
録

「
雛
蝕
樅
柵
侭
／
殴
縦
／
日
靴
撫
翻
繭
悩
淑
回
鵬
刈
燃
耐
／
国

栽
磁
乢
疋
部
識
／
回
滅
抵
鰄
／
国
感
剰
術
因
域
剛
術

ら
や
う
す
の

／
囮
；
微
か
鋤
術
／
／
囚
華
概
他
術
／
囮
輩
彬
哉
の
術
＆
〃
田
茶
臼
術

／
門
口
嵯
證
術
／
田
旦
瞬
職
術
？
／
田
白
鐡
錦
術
／
用
四

猟
潔
灘
概
論
鍵
田
幽
鵬
刈
雅
濁
識
／
田
凶
概
華
鶏
茄
侭
／
田
凹

丑
謹
謙
識
識
／
田
凹
避
縣
耽
樅
謝
／
▲
轍
の
基
の
機
斜
／
／
▲

に
よ
ゑ
つ
く
わ
ん
し
き
い

せ
ん
あ
く
と
こ
い
り
し
た
い

ひ

女
悦
丸
の
子
細
／
▲
女
善
悪
床
入
の
次
第
／
▲
や
り
く
り
秘

て
ん
し
よ

ひ
』
０

を
く

伝
書
／
▲
一
義
せ
ざ
る
日
取
／
右
四
色
は
奥
の
巻
に
く
わ
し
く
記

ス
／
田
四
剣
徴
打
跡
帆
／
囮
蹄
縦
醐
織
二
干
対
入
西
沢
与

士
心
」

（
４
）
本
文
は
「
近
松
全
集
」
第
十
三
巻
（
平
成
三
年
、
岩
波
書
店
）

に
拠
る
。

（
５
）
本
文
は
「
近
松
全
集
」
第
一
巻
（
大
正
十
四
年
、
朝
日
新
聞
社
）

に
拠
る
。

（
６
）
本
文
は
「
近
松
全
集
」
第
一
巻
（
昭
和
六
十
年
、
岩
波
書
店
）

に
拠
る
。

（
７
）
本
文
は
『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集
」
上
巻
（
古
浄
瑠
璃
正

本
集
刊
行
会
、
平
成
七
年
、
大
学
堂
書
店
）
に
拠
る
。

（
８
）
本
文
は
「
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集
」
上
巻
（
古
浄
瑠
璃
正

本
集
刊
行
会
、
平
成
七
年
、
大
学
堂
書
店
）
に
拠
る
。

（
９
）
浄
瑠
璃
段
物
集
の
刊
年
に
関
し
て
は
、
「
竹
本
如
意
宝
珠
」
は
酒

井
わ
か
奈
「
横
本
型
義
太
夫
節
段
物
集
考
」
（
「
平
成
十
四
年
度
Ｈ

本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
」
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）
、
そ
れ
以
外
は
大
橋

正
叔
「
竹
本
一
流
懐
中
本
に
つ
い
て
」
（
「
大
阪
大
学
語
文
」
三

十
二
号
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
岨
）
前
掲
（
注
９
）
大
橋
氏
論
文
に
同
じ
。

（
皿
）
阪
口
弘
之
「
佐
藤
忠
信
廿
日
正
月
」
解
題
二
竹
本
義
太
夫
浄
瑠

璃
正
本
集
」
下
巻
、
平
成
七
年
、
大
学
堂
書
店
）
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（
吃
）
前
掲
（
注
９
）
大
橋
氏
論
文
に
同
じ
。

（
旧
）
本
文
は
『
Ⅱ
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
」
七
巻
人
形
浄
瑠
璃
（
昭

和
五
十
年
、
三
一
書
房
）
に
拠
る
。

（
皿
）
前
掲
（
注
９
）
大
橋
氏
論
文
に
同
じ
。

（
喝
）
八
文
字
屋
本
の
大
き
さ
に
関
し
て
は
『
八
文
字
屋
本
全
集
』
一

巻
（
八
文
字
屋
本
研
究
会
、
平
成
四
年
、
汲
古
書
院
）
、
一
風
作
の

浮
世
草
子
に
関
し
て
は
『
西
沢
一
風
全
集
』
二
巻
（
西
沢
一
風
全

集
刊
行
会
、
平
成
十
五
年
、
汲
古
書
院
）
に
拠
る
。

（
賂
）
前
掲
（
注
９
）
大
橋
氏
論
文
に
同
じ
。

（
Ⅳ
）
前
掲
（
注
１
）
に
同
じ
。

（
坦
前
掲
耆
（
注
２
）
「
初
期
浮
世
草
子
年
表
」
に
同
じ
。

「
×
好
色
極
秘
伝
横
本
一
冊
ゞ
刊
記
を
欠
く
。
レ
ー
ン
氏
説
に
、

元
禄
十
二
・
十
三
年
頃
刊
、
二
代
目
半
兵
衛
脚
か
と
い
ふ
・
」

※
（
槁
者
注
書
名
前
の
「
×
」
印
は
野
間
氏
が
直
接
原
本
に
就
く

こ
と
を
得
ず
、
他
書
の
記
述
に
よ
っ
て
著
録
し
た
こ
と
を
示
す
。
）

（
型
時
松
孝
文
．
心
五
戒
魂
」
解
題
二
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
集
」

下
巻
、
平
成
七
年
、
大
学
堂
書
店
）

（
別
）
本
文
は
『
西
鶴
集
』
上
（
日
本
古
典
文
学
大
系
〃
昭
和
三
十

二
年
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
型
本
文
は
「
覆
刻
・
旅
枕
」
下
（
「
会
本
研
究
」
Ⅳ
号
、
昭
和
五
十

八
年
十
月
）
に
拠
る
。

（
躯
）
「
好
色
旅
枕
』
に
は
貞
享
四
年
頃
刊
行
さ
れ
た
上
方
板
と
、
そ
れ

に
序
と
挿
絵
を
新
た
に
加
え
た
江
戸
板
（
元
禄
八
年
刊
）
が
あ
る
。

西
沢
一
風
作
『
好
色
極
秘
伝
」
考

付
記

本
稿
は
平
成
十
九
年
度
第
二
十
七
回
日
本
文
学
協
会
研
究
発
表

会
（
於
中
京
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

席
上
に
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
佐
伯
孝
弘
氏
、
神
谷
勝
広
氏
は

「
会
本
研
究
」
（
十
六
・
十
七
号
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
・
十
月
）

で
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
江
戸
板
で
あ
る
。
上
方
板
が
現
在
所

在
不
明
の
た
め
、
一
風
が
ど
ち
ら
を
参
考
に
し
た
の
か
は
明
確
で

は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
上
方
板
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

『
好
色
旅
枕
』
は
、
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
（
聖
大
経
師
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
典
拠

と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
『
好
色
旅
枕
』
独
自
の
本
文
で
あ
る
。

（
翌
長
谷
川
強
「
浮
世
草
子
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
四
年
、
桜
楓
社
）

（
別
）
前
掲
書
（
注
２
）
『
浮
世
草
子
集
』
に
同
じ
。

（
空
本
文
は
『
浄
瑠
璃
名
作
集
』
上
巻
（
日
本
名
著
全
集
六
巻
、
昭

和
二
年
、
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
）
に
拠
る
。

（
恥
）
本
文
は
前
掲
害
（
注
賜
）
『
西
沢
一
風
全
集
」
二
巻
に
拠
る
。

（
〃
）
井
上
和
人
ヨ
御
前
義
経
記
」
に
お
け
る
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』

利
用
ｌ
使
用
本
文
の
推
定
と
執
筆
環
境
ｌ
」
（
『
江
戸
文
学
と
出
版

メ
デ
ィ
ア
率
近
世
前
期
小
説
を
中
心
に
」
所
収
、
平
成
十
三
年
、

笠
間
書
院
）

（
塗
（
注
３
）
参
照
。
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じ
め
、
発
表
後
に
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
大
橋
正
叔
氏
、
廣
瀬
干

紗
子
氏
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
掲
載
を

お
許
し
頂
い
た
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
に
、
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
い
し
が
み
・
あ
き
本
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
Ｐ
Ｄ
）
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